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完成したポートアイランド地区物揚場③
　　　　　　　　　　　（1997 年 4月）
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今
で
も
地
震
が
あ
る
た
び
に

思
い
出
す
の
が
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
後
の「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

地
区
物
揚
場
③
復
旧
工
事
」で
す
。

当
時
の
運
輸
省
第
三
港
湾
建
設
局

神
戸
港
湾
震
災
復
興
事
務
所
の
発

注
で
、
合
併
前
の
株
式
会
社
テ
ト

ラ
が
受
注
。
入
社
9
年
目
の
私
は

工
務
係
の
一
員
と
し
て
施
工
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
1
月
17
日
。
兵
庫

県
南
部
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
神
戸
港
の

岸
壁
や
物
揚
場
が
損
壊
し
港
湾
機

能
が
ス
ト
ッ
プ
、
経
済
や
暮
ら
し

を
支
え
る
物
流
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。
神
戸
港
の
復
興
に
当

た
っ
て
は
、
国
と
港
湾
管
理
者
と

の
協
議
に
よ
り
概
ね
2
年
で
被
災

し
た
港
湾
施
設
の
機
能
回
復
を
図

る
こ
と
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
港
に
造
ら
れ
た
人
工
島
で

あ
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区

の
物
揚
場
③
は
全
長
２
９
５
・
８

ｍ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー
ソ
ン
に

よ
る
重
力
式
構
造
で
、
中
央
部

（
１
５
８
・
８
ｍ
）が
計
画
水
深
４
・

３
ｍ
の
物
揚
場
、
両
端
部
が
隣
接

す
る
バ
ー
ス
へ
の
取
付
部
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
物
揚
場
と
取
付
部

の
ケ
ー
ソ
ン
は
、
震
災
に
よ
り
沈

下
、
前
傾
し
、
背
後
は
陥
没
し
て

し
ま
い
、
特
に
中
央
部
の
物
揚
場

は
損
傷
が
大
き
く
、
全
面
的
な
改

修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
で
は
、
沈
下
し
傾

い
た
中
央
部
の
既
設
ケ
ー
ソ
ン

は
埋
め
殺
し
と
し
、
物
揚
場
の

法
線
を
海
側
に
８・
５
ｍ
移
動
さ

せ
る
形
で
新
設
ケ
ー
ソ
ン
に
よ

る
前
出
し
構
造
を
採
用
し
ま
し

た
。
一
方
、
両
側
の
取
付
部
は
隣

接
岸
壁
の
バ
ー
ス
長
を
確
保
す

る
た
め
に
、
法
線
の
移
動
を
伴
う

新
設
ケ
ー
ソ
ン
の
前
出
し
構
造
は

採
用
で
き
ず
、
結
果
的
に
既
設

ケ
ー
ソ
ン
に
控
工
を
設
置
し
て
安

定
性
を
確
保
し
た
上
で
、
そ
の
前

面
部
は
新
法
線
に
す
り
合
わ
せ
た

桟
橋
構
造
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
背
後
地
に
民
間

ユ
ー
ザ
ー
の
建
物
な
ど
が
あ
り
、

敷
地
条
件
か
ら
仮
設
土
留
工
が

施
工
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

工
期
は
震
災
翌
年
の
１
９
９
６

年
6
月
5
日
か
ら
１
９
９
７
年

3
月
25
日
ま
で
。
事
業
調
整
が

残
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、

引
き
渡
し
時
期
が
決
ま
っ
て
お

り
、
短
い
工
期
の
中
で
い
か
に

確
実
に
終
わ
ら
せ
る
か
が
勝
負

で
し
た
。隣
接
す
る
両
側
の
バ
ー

ス
で
も
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て

い
た
た
め
、
海
上
工
事
で
は
作

業
船
が
錯
綜
し
、
綿
密
な
連
絡

調
整
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
業
区
域
に
一
般
の
船
舶
が
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
、
監
視
船
の

配
置
も
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
部
と
取
付
部
の
構
造
が
異

な
る
上
に
、
既
設
ケ
ー
ソ
ン
に
不

足
す
る
水
平
抵
抗
力
を
補
う
た
め

の
控
工
は
タ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
や
控
鋼

管
杭
で
構
成
す
る
複
雑
な
も
の

で
、
ケ
ー
ソ
ン
上
部
工
、
桟
橋
上

部
工
と
も
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
は
工
期
に
間
に
合
わ
な
い
。

そ
こ
で
コ
ス
ト
と
工
期
を
に
ら
み

な
が
ら
、
大
型
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

へ
の
施
工
方
法
の
変
更
を
提
案
し

ま
し
た
。
設
計
で
は
、
現
場
で
の

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
理

的
な
一
体
化
構
造
に
つ
い
て
検
討

し
た
の
ち
、
施
工
現
場
か
ら
45
㎞ 

ほ
ど
離
れ
た
淡
路
島
の
津
名
町
に

ヤ
ー
ド
を
確
保
し
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製

作
精
度
は
物
揚
場
の
出
来
形
に
直

接
的
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
高
い

精
度
で
の
製
作
に
気
を
配
り
ま
し

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
物
揚
場
③
復
旧
工
事

早
期
の
復
旧
へ
、多
く
の
技
術
課
題
を
克
服

The project in my life

た
。
ま
た
取
付
部
の
両
端
部
で

は
、
破
損
し
た
ケ
ー
ソ
ン
前
面

に
十
分
な
支
保
工
が
取
れ
な
い

状
況
下
で
仕
上
が
り
高
さ
が
14
・

3
ｍ
と
12
・
3
ｍ
の
非
常
に
高

い
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工

す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
側
圧
の
算
定
結
果
を
基
に
型

枠
を
設
計
し
た
り
、
セ
パ
レ
ー

タ
と
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
つ
な

ぐ
独
自
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
材
を
用

い
た
り
し
、
冬
季
の
海
中
で
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
温
度

を
測
定
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

慎
重
に
徹
夜
で
打
設
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し
な

が
ら
、
約
8
カ
月
の
実
施
工
期

間
で
無
事
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
、
施
工
現
場
の
技
術

支
援
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い

と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
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